
日 曜 学　校　行　事　等 学年・進路・生徒指導・生徒会 部活動関係

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土 サッカーF1リーグ

9 日 ダンス部富岡町さくら祭参加

10 月 始業式/入学式/ＰＴＡ入会式

11 火 実力テスト３年 対面式・部紹介/委員会編成

12 水 実力テスト１２３年/身体測定 校歌応援歌練習①

13 木
尿検査①

生徒写真撮影①～④
校歌応援歌練習② 県北地区卓球顧問会(本校)

14 金 部登録、校歌応援歌練習③(7校時) ハンド県春季大会(～16日)

15 土 桜梅戦（１年授業日大泉球場）
県ｼﾞｭﾆｱﾃﾆｽ選手権(ﾀﾞﾌﾞﾙｽ)
サッカーF1リーグ

16 日

17 月 心電図・貧血検査、結核検診（PM）

18 火

19 水 交通安全教室⑥⑦

20 木 生徒会総会

21 金

22 土

県ｼﾞｭﾆｱﾃﾆｽ選手権(ｼﾝｸﾞﾙｽ～23日)
野球春季支部予選①(～26日)
サッカーF1リーグ

県北陸上春季記録会（～23日）

23 日 サッカーF3リーグ

24 月

25 火

26 水 ＰＴＡ総会

27 木 尿検査②、歯科検診

28 金 自然文化探究学習 野球春季支部予選②

29 土 昭和の日 サッカーF1・F3リーグ

30 日 野球春季支部予選③(～5/3)

東高通信
令和５年度 ４月号 校長より

自販機と牛乳と私 

                                                                    校長 中野茂 

 ある日、学校に設置された自動販売機の品揃えに大異変があった。コーヒー牛乳とイチゴ牛乳が姿を消

し、全種類（白い）牛乳だけになったのだ。 

 想像してもらいたい。部活を終え、のどの渇きを我慢し、水道の蛇口を横目で見て、手に硬貨を握りしめ、

あのちょっとほろ苦くて甘いコーヒー牛乳の喉ごしを想像しながら、駆け込んだ自販機が、一面白牛乳だっ

たときの衝撃を。 

 衝撃的で意外なことを「目を疑う」というが、硬貨を握りしめた拳で目をこするベタな動作も自然に、サ

ンプルの白牛乳が並ぶ窓を三回見直し、仕方なくどれでも白牛乳のボタンを押して、下部取り出し口から白

牛乳を取り出すのにかがむその姿は、大会でのどの敗北にも勝る寂寥感を漂わせていたに違いない。 

 その後も、その自販機の前では、ラグビー部のイチゴ牛乳好きがタックルではじき飛ばされるように倒

れ、サッカー部のコーヒー牛乳好きは、オウンゴールを決めたように天を仰ぎ崩れ、野球部の白牛乳嫌いは、

ベースを踏み忘れて本塁打取消しになった長島よろしく、ただただ自販機を見つめるばかり。最後にやって

きた吹奏楽部のトランペッターは「ぷす～」と音にならない音色を奏でてトボトボ帰宅。 

 翌日、元生徒会役員の私のところには、何人もの会員（生徒）から「どうなってんだよ～！」と苦情が。

「いや、そんなこと言っても知らんがな。自販機前の死屍累々のひとりだよ、俺は」と答え、これからも続

くだろう白牛乳生活に「もう取り返しがつかないという黒い光が、私の未来を貫いて、一瞬間に私の前に横

たわる全生涯をものすごく照らしました。」（「こころ」夏目漱石）」という例の一文が、頭の中でリフレイン。 

 ところが、この事件をきっかけに、生徒会役員、部活動部長他有志、なぜか文化祭実行委員会が超党派の

自動販売機白牛乳問題追及の勝手連を生徒会内に立ち上げ、生徒会顧問の化学 A 先生と団交。自販機で何

を販売するかの決定権は生徒会にないとの一点張りのまま、生徒総会へもつれ込み、A 先生が壇上で「砂糖

は身体に悪いから白牛乳！」と言い切るに至り、次々と質問者が立って総会は紛糾。あらためて、勝手連と

の交渉となったが、結局のところ自販機の商品が白牛乳でなくなったかの記憶は定かではない。 

 ここまで読んで、牛乳の結末は覚えてないの？と思うかもしれないが、何か一つの問題にみんなで集まっ

て議論して、交渉して、作戦を練って、また交渉してのやりとりが、新鮮で、楽しくて、そこが記憶の中核

なんだから仕方がない。   

  勢いを駆って、通学用革鞄の自由化交渉とかも始まったが結果を待たず卒業。その後、教員として勤務し

た時には、自販機は今の東高のようにカラフルで、通学用革鞄等持ち歩くものは誰一人としておらず。後輩

のために無駄にはならなかったかなと自賛。 

 ところで、読者の生徒諸君には、これから、タイミングよく自販機の前を通る私を見かけたら、その顔を

よく見てね（マスクはしてないと思うので）。たぶん、自販機を見ながらにやついているはず。 

 にやつく理由は…。 

 自販機の前を通るたびに、私は、「校長の権限」で、一夜のうちに全ての商品を「白牛乳」にしたら、い

ったい君たちはどんな反応をするのか、さぞかし生徒会は今以上に活発になるんじゃないかって夢想して、

たまらん状態なんですよ、ニヤニヤ。 



１学年より

進路より

1 組担任 富良謝 健（数学） 

二兎を追う者は一兎をも得ず、とはよく聞く諺ですが、福島東高校は文武両道を掲げ、二兎を追うこと

を是としています。一兎も得られないとお思いでしょうけど、一人で追っていると難しいかもしれませ

ん。でも、みんなで追いかければ、二兎でも三兎でも得られると思いませんか？一人より二人、二人より

三人。周りの協力者を増やし、みんなで大きな目標を追いかけましょう。誰かが一人で追いかけていたら、

手伝ってあげましょう。そんな優しい学年（チーム）になってくれると良いなと思っています。 

 

2 組担任 小川 巧（地歴・公民） 

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。高校生活の忙しさのなかで、時に勉強を苦に感じてしま

うことがあるかと思います。しかし、本来勉強とは自分の人生を豊かにするものです。楽しむ気持ちを忘

れずに多くのことを学んでほしいと思います。悩んだときは頼ってください。一緒に乗り越えていきまし

ょう。 

 

3 組担任 馬場 大（保健体育） 

先日世界一となった野球 WBC侍ジャパン。我々ファンは彼らに釘付けになりました。それはなぜでしょ

うか？それは高い技術（テクニック）を大事な場面で発揮する技能（スキル）を代表選手それぞれが持ち

合わせ、そしてどんな相手どんな国に対しても、紳士的で思いやりのある行動を示したからだと思いま

す。本当の強さ、そして本当の優しさを身につけるために、我々と一緒に東高で頑張ろう！ 

 

4 組担任 赤城しのぶ（英語） 

まずは、福島東高等学校への入学おめでとうございます。この新しい環境で、様々なことに挑戦し、成

長していくことでしょう。  高校生活は一生の思い出になります。今しかできないこと、体験できないこ

とがたくさんあります。楽しいこと、苦しいこと、全ての経験を大切にし、これからの人生に繋げていっ

てください。 私も全力でサポートします！ 

 

5 組担任 木村翔太郎（理科） 

４４期生の皆さん、ご入学おめでとうございます。東高での高校生活は中学校とは違い、比べものにな

らないほど忙しいと思います。７校時授業、部活動そして日々の課題、長期休業中になれば課外授業や部

活の遠征、３年生になれば授業に加えて放課後の課外授業や毎週のように実施される模試など・・・。し

かし、受け身にならず、主体的に何事にも一生懸命取り組んでいけば、進路目標を達成できるはずです。

先生も、皆さんを全力でサポートしていきますので、よろしくお願いします。 

 

6 組担任 朝倉 昭博（国語） 

入学おめでとうございます。これからみなさんは福島東高校生となります。慣れない環境に不安はつき

ないと思いますが、別な視点で考えればチャンスでもあります。今までは小学校、中学校の生活の中で周

囲から見られる自分のイメージというものが固まってしまった人もいるのではないでしょうか。そして、

周囲の期待もあり、それを演じてきたという人もいるでしょう。しかし、高校は初めて会う先生や生徒ば

かりです。つまり自分を新たに作り上げるチャンスです。今までの自分の殻を破り、ぜひいろいろなこと

にチャレンジしてみてください。そのためのサポートもしていきたいと思います。 

副担任 浜田 敬子（英語） 

４４期生の皆さん、入学おめでとうございます。中学生の時よりも通学時間が長くなったり、授業が７

校時までになったりと新しい環境に期待と不安が混じっていることかと思いますが、皆さんの高校生活が

実り多いものになるよう全力でサポートしていきます。ここ福島東高校で良き友と出会い、切磋琢磨しな

がら自分を大いに高める三年間にしていってください。 

 

副担任 羽田 真幸（数学） 

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。合格発表の喜びから、今は新しいことへの期待に満ち溢

れていますか？東高は望んで努力をすれば、生きる知恵をつけ、皆さんの日々を新しくしてくれる場所で

す。「文武両道」という二兎を追うからこそ価値があると思いますので、４４期生の皆さん３年間の生活

を頑張りましょう。OBとしても皆さんをサポートしていきます。 


